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月

日
（
月
）、
松
崎
町
功
労

１１

２１

者
表
彰
式
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
松
崎
町
表
彰
条

例
に
基
づ
き
、
町
の
自
治
、
福
祉

な
ど
各
般
に
わ
た
っ
て
、
町
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た

た
え
る
も
の
で
す
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
幹
部

と
し
て
、
防
災
活
動
の
指
揮
等
に

献
身
し
、
町
民
の
安
全
確
保
、
民

生
の
安
定
に
貢
献
。

中

村

中
村

一
夫
さ
ん

な
か

む
ら

か
ず

お

（
現

消
防
団
団
長
）

多
年
に
わ
た
り
、
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
等
と
し
て
、
選
挙
の

公
正
を
確
保
す
る
た
め
尽
力
し
、

民
主
政
治
の
健
全
な
発
達
に
貢
献
。

江
奈
１

船
津

ふ
な

つ

今い
ま

夫
さ
ん

お

（
現

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
）

多
年
に
わ
た
り
、
交
通
指
導
員

と
し
て
、
街
頭
指
導
な
ら
び
に
交

通
安
全
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽
力

し
、
町
民
の
安
全
確
保
に
貢
献
。

山

口

壬
生

み

ぶ

衞
さ
ん

ま
も
る

（
元

交
通
指
導
員
）

多
年
に
わ
た
り
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
と
し
て
、
固
定
資
産

税
課
税
評
価
の
公
平
・
公
正
を
推

進
し
、
円
滑
な
税
務
行
政
に
貢
献
。

石

部

窓窓た
か

橋

弘
之
さ
ん

は
し

ひ
ろ

ゆ
き

（
元

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
）

８
月
に
タ
イ
・
パ
タ
ヤ
で
開
催

さ
れ
た
船
越
義
珍
杯
第

回
少
年

１２

世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
で
姉
妹

そ
ろ
っ
て
３
位
に
入
賞
し
、
教
育
・

文
化
の
振
興
に
貢
献
。

指

川

佐
藤

星
来
さ
ん

さ

と
う

せ
い

ら

小
雪
さ
ん

こ

ゆ
き

町長から感謝状を受けた佐藤姉町長から感謝状を受けた佐藤姉妹妹

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
加
え
、

３
月
に
東
北
地
方
を
襲
っ
た
東
日

本
大
震
災
の
影
響
か
ら
、
平
成
２３

年
度
上
半
期
、
振
興
公
社
管
理
施

設
は
入
館
施
設
、
宿
泊
施
設
と
も

に
昨
年
を
さ
ら
に
割
り
込
む
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
入
館
施
設
に

お
い
て
は
、
こ
の
状
況
も
日
が
経

つ
に
つ
れ
徐
々
に
回
復
の
兆
し
を

見
せ
て
お
り
、
今
後
一
日
も
早
く

以
前
の
状
態
に
回
復
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
に
お
い
て
も
、

静
岡
県
自
動
車
学
校
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
企
画
の
展
開
や
売
店
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の

充
実
な
ど
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

せ
た
細
か
な
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
改

善
が
実
を
結
び
、
下
期
の
利
用
客

の
増
加
に
繋
が
る
よ
う
全
力
で
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

円
高
に
よ
る
景
気
の
低
迷
等
、

明
る
い
兆
し
は
な
か
な
か
見
え
て

き
ま
せ
ん
が
、
経
営
状
況
の
改
善

に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

平成２３年度 上半期 施設利用状況

割合
（％）

比較
（人）

前年度
（人）

本年度
（人）

施設名

82.2△2,04911,5039,454宿泊

伊豆まつざき荘

83.8△105649544入浴

99.2△242,8632,839休憩

85.5△2,17815,01512,837小計

86.9△2,57319,64117,068入館伊豆の長八美術館

78.7△2,81413,24010,426入館重文岩科学校

98.7△1299,8979,768入館明治商家中瀬邸

105.3731,3861,459入館民芸館

80.5△3,06915,72912,660入館

道の駅花の三聖苑

91.2△1,45416,61515,161入浴

振
興
公
社
管
理
施
設
上
半
期
実
績

松松松
崎
町
功
労
者
表
彰

松松
崎
町
功
労
者
表

松
崎
町
功
労
者
表
彰彰

有
功
表
彰

功
労
表
彰

感
謝
状

平平成２３成２３年年度 松崎町功労者表彰受賞度松崎町功労者表彰受賞者者
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町の財政状況

平成２３年度 一般会計 上期執行状況
平成２３年度４月１日から９月３０日までの一般会計の執行状況をお知らせします。

歳入 予 算 額 ４０億１，６２０万円
収入済額 ２１億１，６６５万１千円 収入率（５２．７％）

用語の説明

地方交付税

地方公共団体間の財政不

均衡を是正し、必要な財

源を保障するため、国か

ら地方公共団体に対して

交付される資金

国庫支出金

国が使途を特定して地方

公共団体に交付する資金

の総称

繰越明許費

町の歳出予算の経費のう

ち、その性質上または予

算成立後の事由によって、

年度内に支出を終わらせ

ることができない支出に

ついて、あらかじめ議会

の議決を経ておけば翌年

に繰り越して使用するこ

とができる経費

民生費

高齢者福祉、障害者福祉、

児童福祉などに支出され

る経費

総務費

人事、企画、財政、交通

安全など他部門に分類さ

れない事業に要する経費

公債費

地方債を償還するための

経費

収入率収入済額予算額科 目

76.4%10億7，552万1千円14億3，712万6千円地 方 交 付 税

58.4%4億2，669万3千円7億3，027万3千円町 税

45.1%9，529万3千円2億1，117万3千円国 庫 支 出 金

0.0%0円2億1，990万円町 債

131.1%1億3，108万1千円1億円繰 越 金

6.9%1，707万7千円2億4，850万8千円県 支 出 金

20.7%3，353万6千円1億6，185万4千円諸 収 入

30.1%2，621万1千円8，694万1千円使用料及び手数料

59.9%4億6，592万2千円7億7，708万2千円そ の 他

63.2%4，637万3千円7，334万3千円繰 越 明 許 費

歳出 予 算 額 ４０億１，６２０万円
支出済額 １７億７，８８１万５千円 支出率（４４．３％）

支出率支出済額予算額科 目

44.7%3億5，729万円7億9，977万4千円民 生 費

43.3%2億1，278万円4億9，126万5千円総 務 費

33.0%1億5，513万6千円4億7，074万6千円衛 生 費

49.4%1億9，384万7千円3億9，251万3千円公 債 費

40.9%1億4，202万8千円3億4，684万円教 育 費

24.6%5，704万5千円2億3，175万5千円農 林 水 産 業 費

71.2%4億6，998万5千円6億5，999万4千円商 工 費

14.3%2，840万1千円1億9，885万1千円土 木 費

44.1%1億5，493万3千円3億5，111万9千円そ の 他

10.0%737万円7，334万3千円繰 越 明 許 費

９月３０日現在の基金（町の貯金）と地方債（町の借金）の状況
●町の貯金（財政調整基金など１２基金）

15億9，697万6千円

町民1人当たり約20万3千円

●町の借金

33億687万5千円

町民1人当たり約42万1千円

※1人当たりの値は、9月30日現在の人口7，854人で計算しています。

【問合せ】総務課（４２）３９６３
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《
訓
練
の
重
点
項
目
》

陰
「
地
域
で
起
こ
り
う
る
被
害
を

考
え
、
自
ら
の
命
を
守
る
偐
自

助
做
の
た
め
に
と
る
べ
き
行
動

を
確
認
す
る
」

・
住
宅
の
耐
震
性
、
家
具
の
固
定

な
ど
家
庭
内
空
間
の
安
全
性
の

点
検
・
確
保

・
居
住
す
る
地
域
で
起
こ
り
う
る

被
害
の
確
認

・
津
波
避
難
経
路
等
の
確
認

隠
「
地
域
で
で
き
る
偐
共
助
偐
を

確
認
し
、
地
震
発
生
時
の
被
害

を
軽
減
す
る
」

・
地
域
の
防
災
力
の
確
認
と
若
年

層
の
訓
練
参
加

・
自
主
防
災
組
織
と
消
防
団
等
の

連
携
強
化

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

の
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る

支
援
体
制
の
確
認

・
世
帯
台
帳
を
活
用
し
た
地
域
住

民
の
安
否
確
認
の
実
施

聞
こ
え
て
い
ま
す
か
？
同
報
無
線

町
で
は
、
災
害
時
等
に
住
民
の

皆
様
に
正
確
な
情
報
を
伝
達
す
る

手
段
と
し
て
、
同
報
無
線
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
暴
風
雨
や
夜
間
就
寝

時
、
戸
締
り
を
し
て
い
る
屋
内
で

は
、
町
の
放
送
が
聞
こ
え
な
い
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た

め
、
町
で
は
、
防
災
行
政
ラ
ジ
オ

の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

防
災
行
政
ラ
ジ
オ
は
、
町
か
ら

の
防
災
情
報
な
ど
同
報
無
線
か
ら

流
れ
る
放
送
を
一
般
の
家
庭
で
受

信
で
き
る
も
の
で
す
。

整
備
す
る
防
災
行
政
ラ
ジ
オ
は
、

購
入
希
望
者
に
１,

５
０
０
円
で

販
売
し
ま
す
。

購
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

静
岡
県
で
は
、

月
の
第
１
日

１２

曜
日
を
「
地
域
防
災
の
日
」
と
定

め
、
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
東
海
地
震
等
に
よ
り
、

県
内
各
地
で
震
度
６
弱
以
上
の
大

規
模
な
地
震
が
発
生
、
県
内
沿
岸

部
に
大
き
な
津
波
が
襲
来
す
る
こ

と
を
想
定
し
た
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

各
自
主
防
災
組
織
で
は
、
地
域

に
お
け
る
具
体
的
な
被
害
（
家
屋

倒
壊
・
土
砂
災
害
・
津
波
災
害
等
）

を
想
定
し
た
訓
練
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ざ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

地
域
ぐ
る
み
で
災
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
、
自
分
が
ど
の
よ
う

な
行
動
を
と
っ
た
ら
良
い
の
か
、

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
一
員
と

し
て
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
を
、

訓
練
に
参
加
し
て
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

年
内
に
各
地
区
に
て
、
購
入
希
望

者
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

来
年
3
月
中
旬
頃
か
ら
販
売
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

大
規
模
な
地
震
か
ら
自
分
や
家

族
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
１
日

で
も
っ
と
も
長
い
時
間
を
過
ご
す

住
宅
に
つ
い
て
、
地
震
に
耐
え
る

対
策
が
必
要
で
す
。

静
岡
県
で
は
、
東
海
地
震
の
切

迫
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
た
め
、
昭

和

年
に
建
築
基
準
法
を
改
正
し
、

５６
他
県
に
比
べ
厳
し
い
基
準
を
設
け

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
前
に

建
て
ら
れ
た
在
来
木
造
住
宅
に
つ

い
て
は
、
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
電
話
１
本
で
申
込
み

が
で
き
、
無
料
で
専
門
家
を
派
遣

し
、
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐

震
性
に
問
題
が
あ
る
場
合
、
ど
こ

を
ど
の
よ
う
に
補
強
す
る
か
を
検

討
す
る
補
強
計
画
の
策
定
や
、
そ

の
補
強
計
画
に
基
づ
い
た
耐
震
補

強
工
事
を
行
う
場
合
に
は
、
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
性
に
不
安
が
あ
る

場
合
に
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

防災行政ラジオ

防
災
行
政
ラ
ジ
オ
の

販
売
を
行
い
ま
す
。

地
震
へ
の
備
え

で
き
て
い
ま
す
か
？

月
４
日（
日
）は
、「
地
域
防
災
の
日
」で
す

12３
・

の
教
訓
～
防
災
活
動
の
原
点『
自
助
・
共
助
』に
立
ち
返
り
総
点
検
！
～

11

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地
域
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す

３
・

の
教
訓
～
防
災
活
動
の
原
点『
自
助
・
共
助
』に
立
ち
返
り
総
点
検
！
～

11

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地
域
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
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伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

税
の
作
品
審
査
結
果
に
つ
い
て

毎
年

月

日
か
ら

月

日

１１

１１

１１

１７

ま
で
の
１
週
間
は
、「
税
を
考
え
る

週
間
」
で
す
。
そ
の
行
事
の
一
環

と
し
て
、
伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
で
は
、
今
年
も
小
学
生
・

中
学
生
を
対
象
に
「
税
に
関
す
る

作
品
（
ポ
ス
タ
ー
、
習
字
、
作
文
）」

を
募
集
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
次
の
世
代
を
担

う
少
年
・
少
女
に
作
品
の
応
募
を

機
会
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
税
に
つ
い
て
、

そ
の
仕
組
み
や
目
的
を
知
り
、
税

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。今

年
は
、
賀
茂
地
区
の
小
学
校

か
ら
習
字
の
部
に
５
３
５
点
、
ポ

ス
タ
ー
の
部
に
１
４
５
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

松
崎
町
で
は
、
松
崎
小
学
校
６

年
生
か
ら
習
字
の
部
に

点
の
応

６６

募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
各
部
門
の
入
賞

者
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

松
崎
町
長
賞

大
石

浩
之
進
さ
ん（
松
小
６
年
）

伊
豆
下
田
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

石
垣

ゆ
り
花
さ
ん（
松
小
６
年
）

松
崎
町
教
育
長
賞

窓
橋

さ
お
り
さ
ん（
松
小
６
年
）

入
賞
作
品

習

字

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
一
環

と
し
て
、（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
活
用
し
、
道
部
区
と
松
崎

５
区
区
長
会
で
は
、
長
年
の
使
用

に
よ
り
、
老
朽
化
し
た
三
番
叟
の

備
品
を
新
調
し
ま
し
た
。

今
回
の
備
品
整
備
に
よ
り
、
伝

統
行
事
で
あ
る
三
番
叟
の
継
続
と
、

各
地
区
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

が
一
層
活
発
に
行
わ
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

道
部
区
で
は
、
三
番
叟
に
使
用

す
る
小
鼓
（
３
台
）・
大
鼓
（
１

台
）・
篠
笛（
２
管
）・
裃（
５
着
）・

狩
衣
（
１
着
）
・
指
貫
袴
（
１
着
）

を
新
調
し
ま
し
た
。

月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て

１１
行
わ
れ
た
秋
ま
つ
り
に
お
い
て
、

多
く
の
区
民
が
見
物
に
訪
れ
る
中
、

新
し
い
衣
装
に
よ
る
三
番
叟
が
披

露
さ
れ
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ
助

成
事
業
に
よ
っ
て
備
品
を
新
調
し

た
こ
と
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
崎
５
区
（
東
・
西
・
南
・
北
・

中
区
）
区
長
会
で
は
、
三
番
叟
に

使
用
す
る
翁
装
束
（
１
着
）・
５
人

囃
子
装
束（
５
着
）・
千
歳
衣
装
（
１

着
）・
三
番
装
束
（
１
着
）
を
購
入

し
ま
し
た
。

地
区
の
若
い
衆
が
中
心
と
な
り

組
織
さ
れ
た
三
省
社
で
は
、
伝
承

人
の
指
導
の
下
、
演
者
が
１
カ
月

以
上
の
稽
古
を
重
ね
、

月
２
日

１１

か
ら
３
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
秋

ま
つ
り
に
て
、
新
し
い
衣
装
を
身

に
ま
と
い
、
三
番
叟
を
披
露
し
ま

し
た
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

～
道
部
区
・
松
崎
５
区
区
長
会

三
番
叟
備
品
を
購
入
～

道
部
区

松
崎
５
区
区
長
会

三番叟披露（道部区三番叟披露（道部区））

三番叟披露（松崎５区三番叟披露（松崎５区））

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

宝
く
じ
助
成
事
業



6

－

短

歌－

坂

倉

の

ぶ

中

村

宣

子

山
本
し
づ
子

平

馬

文

枝

端
山
き
ち
枝

平
野
も
み
子

飯

野

ふ

さ

朝
夕
に
覗
く
鏡
の
吾
が
顔
の
皺

わ
が
今
日
は
気
に
な
り
て
な
ら
ず

外
出
な
ど
叶
は
ぬ
も
の
を
よ
そ
ゆ
き
と

言
ひ
て
ま
た
し
ま
ひ
お
く
ブ
ラ
ウ
ス
を

ほ
ど
の
良
き
水
量
を
遠
き
日
の
ま
ま
に

思
ひ
出
さ
せ
て
川
流
れ
ゐ
る

お
だ
や
か
な
気
分
に
過
ぎ
し
日
の
夢
は

笑
ひ
ご
ゑ
ま
で
満
ち
満
ち
て
ゐ
つ

幼
ら
と
ト
ラ
ン
プ
遊
び
に
気
負
ひ
て
も

七
十
七
歳
は
勝
つ
こ
と
の
な
き

目
覚
ま
し
は
経
と
木
魚
の
音
な
り
き

故
里
の
寺
は
思
ひ
出
の
な
か

身
を
休
め
こ
こ
ろ
も
休
め
よ
と
雨
が
降
る

め
ぐ
み
の
雨
に
甘
え
る
ひ
と
日

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

上
勝
中
学
校
体
育
館
に
約
５
０

０
人
が
出
席
し
た
開
会
式
で
は
、

本
年
度
、
連
絡
協
議
会
会
長
で
あ

る
齋
藤
松
崎
町
長
と
実
行
委
員
会

会
長
で
あ
る
笠
松
上
勝
町
長
が
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
例
発
表
や
徳
島
県

知
事
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
棚

田
の
保
全
、
価
値
、
活
用
、
酒
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
４
つ
の
分
科

会
、
全
体
交
流
会
を
通
じ
、
意
見

交
換
や
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

現
地
案
内
で
は
、
日
本
の
棚
田

百
選
で
あ
り
、
重
要
文
化
的
景
観

地
域
で
あ
る
「
樫
原
の
棚
田
」
や

か
し
は
ら

に
ほ
ん
の
里
百
選
の
「
八
重
地
の

や

え

じ

棚
田
」、
天
上
の
楽
園
「
市
宇
の
棚

い
ち

う

田
」、か
お
り
風
景
百
選
の「
田
野
々

た

の

の

の
棚
田
」
を
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
見
学
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
棚
田
で
も
地
域
の
方

や
中
学
生
が
参
加
者
を
温
か
く
迎

え
、
地
元
な
ら
で
は
の
料
理
で
お

も
て
な
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

上
勝
町
の
棚
田
も
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
の
問
題
を
抱
え
て
い

平
成

年

月

日
か
ら

日

２３

１０

２７

２９

に
か
け
て
徳
島
県
上
勝
町
で
開
催

さ
れ
た
第

回
全
国
棚
田
（
千
枚

１７

田
）
サ
ミ
ッ
ト
に
、
松
崎
町
か
ら

町
長
は
じ
め
棚
田
保
全
関
係
者
な

ど

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２０棚
田
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
棚
田

（
千
枚
田
）
連
絡
協
議
会
が
主
催

し
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。
全
国
の
棚
田
を
有
す
る
市
町

村
、
棚
田
保
全
に
取
り
組
む
団
体

が
一
堂
に
会
し
、
棚
田
保
全
の
意

義
や
必
要
性
を
認
識
し
、
全
国
に

発
信
し
て
い
ま
す
。

今
回
開
催
地
と
な
っ
た
上
勝
町

は
、
徳
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ

り
、
人
口
約
１
,

９
０
０
人
の
四

国
で
一
番
小
さ
な
町
で
す
。
し
か

し
、
町
は
、「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
に
加
盟
す
る
ほ
か
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス

や
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
宣
言

を
通
し
て
、
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
す

な
ど
、「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
」を

町
づ
く
り
の
目
標
に
掲
げ
る
全
国

的
に
も
有
名
な
町
で
す
。

お忘れなく

償却資産の申告

個人や法人で事業を行っている方

が、その事業のために用いている構造

物、機械、備品などの有形固定資産

を償却資産といい、土地や家屋と同

じように固定資産税が課税されます。

これら事業用資産をお持ちの方は、

資産の多少にかかわらず毎年１月１日

現在の所有状況を償却資産の所在す

る市町村長に申告していただくこと

になります。

１２月中旬に申告書を送付します。必

要事項を記入し、提出してください。

※新しく事業を開始した場合など申告

書が送付されていない事業主の方

は下記までご連絡をお願いします。

【申告期限】１月３１日（火）

【問 合 せ】 窓口税務課（４２）３９６８

ま
す
が
、
地
域
の
方
々
が
保
全
に

対
す
る
熱
い
思
い
を
持
ち
、
取
り

組
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

松
崎
町
で
は
、
昨
年
、「
棚
田
が

結
ぶ
、
ふ
る
さ
と
の
絆
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、町
民
が
一
丸
と
な
っ

て
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
盛

会
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
も
皆
様
の
力
を
石
部
の
棚

田
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
棚
田
を

後
世
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
地

域
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

第

回
全
国
棚
田（
千
枚
田
）サ
ミ
ッ
ト

17

樫原の棚田を見学する松崎町関係樫原の棚田を見学する松崎町関係者者

徳徳徳
島
県
上
勝
町
で
開
催

徳徳
島
県
上
勝
町
で
開

徳
島
県
上
勝
町
で
開
催催



11月中旬

冬の風物詩浜囲い設置

雲見、石部、松崎海岸では、伊豆西海岸特有
の西風に備えるため、浜囲いの設置作業が行わ
れました。浜囲いは、海岸に風の通り道をふさ
ぐように設置され、砂の飛散を防止します。

11/18

生涯学習ソフトボール秋季大会

総合グラウンドでは、町内１０地区が参加した
生涯学習ソフトボール秋季大会の決勝戦が行わ
れました。トーナメント戦を勝ち抜いて、船田
地区が５年連続で優勝しました。

77

松
崎
町
が
誇
れ
る
も
の
を

月

日（
木
）か
ら

日

１０

２７

２９

（
土
）に
か
け
て
徳
島
県
上
勝
町

で
開
催
さ
れ
た
第

回
全
国
棚

１７

田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
に
連

絡
協
議
会
長
と
し
て
出
席
し
て

き
ま
し
た
。

今
回
の
開
催
地
と
な
っ
た
上

勝
町
は
、
過
疎
化
が
進
む
人
口

約
１,

９
０
０
人
の
四
国
で
一

番
小
さ
な
町
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
町
は
、

地
域
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
、

住
民
一
人
一
人
が
問
題
意
識

を
持
ち
、
地
域
振
興
の
た
め

の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
解

決
法
を
見
出
し
て
彩
の
あ
る

い
ろ
ど
り

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。こ

の
結
果
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
や
ご

み
ゼ
ロ
宣
言
の
町
と
し
て
全

国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
松
崎
町
も
、
静

岡
県
で
最
も
人
口
の
少
な
い
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
小
さ
な

町
で
す
。
今
後
、
人
口
減
少

は
さ
ら
に
加
速
し
、

年
後

３０

に
は
、
現
在
の
半
分
ま
で
に
減

少
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、
就

労
場
所
の
確
保
や
定
住
支
援
も

大
切
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
む

人
に
と
っ
て
誇
り
と
愛
着
の
持

て
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
が

最
優
先
だ
と
思
い
ま
す
。

松
崎
町
に
は
、
入
江
長
八
翁

の
鏝
絵
や
な
ま
こ
壁
、
変
化
に

富
ん
だ
海
岸
線
と
そ
こ
か
ら
望

む
富
士
山
、
石
部
の
棚
田
な

ど
誇
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
魅
力
を
高
め
る

と
と
も
に
活
用
し
、
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
交
流
人
口
を

増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
は
定
住

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
町
を
愛
す
る

心
や
行
動
で
町
が
変
わ
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯24

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
11/2・3

秋まつり

恒例行事の秋まつりが、１１月２日から３日
にかけて開催されました。町内の各神社では、
三番叟や神楽が奉納され、獅子や太鼓台が地
区内を賑やかに練り歩きました。

11/12～14
第３１回松崎町文化協会芸術祭

環境センターでは、松崎町文化協会が主催す
る芸術祭が開催されました。１３８人の方から出
品された２７３点が展示され、多くの方が観賞に
訪れました。
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印
印
印
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印
印
印
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お
や
つ
は
、
幼
児
期
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、

楽
し
み
で
あ
る
と
同
時
に
３
度
の
食
事
で
摂
り

き
れ
な
い
栄
養
を
補
う
食
事
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
「
第
４
の
食
事
」
で
あ
る

お
や
つ
。
何
を
ど
ん
な
ふ
う
に
与
え
る
か
が
と

て
も
大
切
で
す
。

上
ख
ͳ
͓
΍
ͭ
の
༩
͑
ํ

時
間
を
決
め
る

○
時
間
を
決
め
て
規
則
正
し
く
与
え
ま
す
。

○
好
き
勝
手
に
与
え
る
と
偏
食
、
む
ら
食
い
、

わ
が
ま
ま
の
助
長
、
肥
満
、
虫
歯
な
ど
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

○
３
食
で
不
足
す
る
栄
養
素
を
中
心
に
、
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
与
え
ま
す
。

○
子
ど
も
は
水
分
を
多
く
必
要
と
し
ま
す
。
牛

乳
、
お
茶
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
甘
く
な

い
飲
み
物
を
組
み
込
む
こ
と
も
必
要
で
す
。

量
を
決
め
る

○
量
を
決
め
て
与
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
１
日

に
必
要
な
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

舒
か
ら

舒

１０

２０

以
内
に
し
ま
す
。

○
３
食
で
充
分
な
栄
養
量
の
場
合
や
、
運
動
量

が
少
な
い
と
き
は
、
果
汁
や
果
物
な
ど
の
水

分
の
多
い
も
の
だ
け
に
し
ま
す
。
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内
三
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緯〈
〇
五
五
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〉
四
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三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
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八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

町の人口と世帯

総人口 ７，８４６人（－８人）

男 ３，７０８人（－２人）

女 ４，１３８人（－６人）

世帯数 ３，１１６戸（－３戸）

転 入 １５人 転 出 １２人

出 生 ０人 死 亡 １１人

（平成２３年１０月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ４件 （＋３）

物損事故 １３件 （＋４）

死 者 ０人 （－１）

傷 者 ５人 （±０）

子
ど
も
の
お
や
つ

保
健
師
だ
よ
り

二
〇
一
一
年
十
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

七

一

号

おくやみ申し上げます（死亡）

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故

平成２３年１０月発生分

（ ）内は前年同月比

届出人年齢氏 名地 区

修96石 田 金 男江奈３

宰65中 村 千 春中 区

倫 雄88池 き み江奈２

周 市86石 田 凖 次江奈２

哲82山 本 中 子石 部

正 志83石 田 武 尚伏 倉

嘉 和88佐 藤 保 之峰

理 恵 子77塚 本 久 雄江奈３

姉

妹

都

市

通

信

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（1100月届出分月届出分））

冬
が
目
前
に
な
る
と
、
安
曇
地

区
に
あ
る
蕎
麦
店
で
も
秋
に
収
穫

し
た
「
新
そ
ば
」
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

安
曇
公
民
館
で
は
、
そ
ば
の
お

い
し
い
こ
の
季
節
に
自
分
の
手
で

そ
ば
を
打
つ
技
を
学
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
、

月

日
（
土
）
に
講

１１

１２

師
を
招
い
て
そ
ば
打
ち
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
松
本
市
役
所
の
愛

好
者
が
集
う
「
蕎
麦
食
人
会
」
の

皆
様
を
お
願
い
し
、
こ
ね
鉢
な
ど

必
要
な
道
具
一
式
も
講
師
の
皆
様

が
普
段
か
ら
使
っ
て
い
る
も
の
を

お
借
り
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
講
習
会
が
終
了
し
た

後
で
参
加
者
全
員
に
振
舞
わ
れ
る

そ
ば
を
講
師
の
皆
様
が
手
際
よ
く

打
つ
様
子
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
人
ず
つ
生
地
の
練

り
方
、
生
地
を
延
す
際
の
打
ち
粉

の
ふ
る
い
方
や
量
な
ど
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
そ
ば
打
ち
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
分
が
打
っ
た
そ

ば
約
５
０
０
乘
を
自
宅
に
持
ち
帰
っ

て
家
族
に
振
る
舞
い
、
そ
ば
打
ち

講
習
会
の
成
果
を
披
露
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

（
安
曇
支
所

奥
原
一
郎
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

そそそ
ぼ
打
ち
講
習
会

ぼ
打
ち
講
習
会
がが

行
わ
れ
ま
し

行
わ
れ
ま
し
たた

そそば打ち講習そば打ち講習会会


